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発行：令和５年１１月２７日 

令和５年度  第２回 学校関係者評価委員会  議事録 

開催日時 令和５年１１月１７日（金）17 時 00 分～ 19 時 00 分 

開催場所 東京工科自動車大学校世田谷校３０３教室 

参加委員 

（★委員長） 

★唐鎌 星也・佐藤 学・田澤 勝・三羽 和彦・猪股 健一・長岡 正人・ 

小野 宗憲 

 欠席者, なし 

参加事務局 佐藤 康夫・武井 和則・麻野 利治 

会議録 

 

【次 第】 

日 時 令和 5 年 11 月 17 日（木）17:00～19:00 

会 場 東京工科自動車大学校世田谷校 303 教室 

 

1. 開会・校長挨拶 

  東京工科自動車大学校世田谷校 校長 佐藤 康夫 

  

2. 委員会成立の確認・資料確認（事務局） 

 

3. 議長・書記の選出（事務局案） 

 

4. 議事（議長） 

 

第 1号議案 前回議事録確認について 

第 2号議案 公開情報更新について 

第 3号議案 令和 5年度 取り組みに関する進捗状況 

  Ⅰ．就職 

  Ⅱ．資格取得 

  Ⅲ. 在籍状況・募集状況 

  Ⅳ．その他 

5.意見交換 

    

６． 事務連絡（事務局） 

  ・2023年度学校関係者委員の進め方 

  ・次回日程の確認（7月実施予定） 

７． 意見交換 

８． 閉会 

＜配布資料＞ 

・議事次第 【資料Ａ】 

・令和 5年度 第２回学校関係者評価委員会説明資料 【資料Ｂ】 

・第 1回学校関係者評価委員会議事録 【資料Ⅽ】 

・国土交通省新基準について【資料Ⅾ】 
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1. 開会・校長挨拶（世田谷校：校長） 

  校長より国土交通省新基準に併せ、当校のカリキュラム変更につい 

ての意見も頂きたいとの話があった。 

 

 

2. 委員会成立の確認（事務局） 

  会則第 5 条に基づき、出席者が委員総数の過半の出席を満たしているため 

成立していることを確認した。 

   

3. 議長選出 

   事務局より委員の卒業生、唐鎌氏を議長に推薦、書記は事務局が代行する

ことで、承認され、以後進行は議長による。 

 

4. 議事（議長） 

  第 1 号議案 前回議事録の確認についての質問等（事務局） 
 

事務局より【資料 C】について説明と確認がされた。 

委員からの質問事項は無く、第 1 号議案について審議がなされ承

認された。 

     

第 2 号議案 公開情報更新について（事務局） 
 

    職業実践専門課程の情報更新公開が 7 月末日に行われたことを報

告した。 

 

    第 2 号議案についても承認された。 

    承認後、事務局・校長より職業実践専門課程についての補足説明が

された。 

 

第 3 号議案 令和 5年度 取り組みに関する進捗状況（事務局・校長） 

   

Ⅰ.就職 

就職については、8 月末 100％という目標を掲げている。 

年度末 100％は当たり前の状況であり、優良企業に就職させるこ 

とを目標としており 8 月末という目標設定をしている。 

今年度 8 月末未達成についての個々の説明がされた。 

1 級自動車エンジニア科のメーカー系目標 75％に対して、今年度 

のメーカー系就職は 62.5％で目標未達成となった。 

未達成の要因についての説明がされた。 

      

 

Ⅱ.資格取得 

試験については来年 3 月であるが、試験に向けての対策が 1 級に 

ついては開始されている。S ランクから D ランクに分け、低いラ 

ンクの学生をピックアップし、しっかりとした対策を実施してい 

る。早期の対応を行い合格を目指している。 
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Ⅲ. 在籍状況・募集状況 

在籍については退学者がどのくらい発生しているのかが気になっ 

ているところで、退学率の目標は毎年 5％以内としている。 

昨年同時期に比べ、退学者が多く出ている事は反省しなくてはい 

けない点である。 

退学者の原因についての説明がされ、現在の 5％以内の退学率につ 

いて対策していく旨の説明がされた。 

 

募集状況については、10月時点での出願者は昨年より倍増してい 

る、要因については留学生の出願が増えている事が言える。 

当学園としては優秀な留学生を入学させたい、しかしビジネス系 

の学費の安い専門学校に約半数が流れてしまう。施策として日本 

語学校からの推薦があった優秀な留学生について 2年課程限定で 

減免を行うことになった。倍率も上がり N2を持っている留学生で

も合格が厳しい状況となっている。 

現在世田谷校の留学生枠は募集停止となっている。 

その他の留学生が増加している要因について説明がされた。 

 

Ⅳ.その他 

１．事務局より、高等教育無償化について現在の状況が説明され 

た。また、更新についての条件や収入によって金額が異なる等の説 

明がされた。 

 

２．今後の教育日程が報告された。 

 

３．学校法人小山学園 長野教育センター運用停止 

  2023年 9月 30日をもって宿泊研修施設としての運用を停止 

の報告がされた。 

学生の研修については無くなるのではなく、施設を変更し今後も 

続けていく事についても報告された。 

 

４．国土交通省新基準について 

  新基準の伴う教科書変更スケジュール、国家試験変更のスケ 

ジュールの説明がされた。 

国土交通省訓練時間数の変更削減が説明された。 

 国家試験の前倒し、年度内での合格発表を目的としている事 

についても説明された。 

 

第 3号議案について質疑応答がされた。 

      1級自動車エンジニア科についての内定辞退の要因は何であった 

かのか。（委員） 

インターンシップの時、内定企業で行っていたが、お客様の車両を 

扱うことに大きなプレッシャーを感じ、気持ちが落ちてしまいイ 

ンターンシップに行けなくなり、最終的に内定辞退に至った。父親 

が同業の為そこでのインターンシップを行い、そのインターン先 

に就職予定である。（事務局） 
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留学生募集対策の効果により自動車整備科の募集が好調との事で

すが、留学生の受け入れが定員の50％まで先ほど話がありました

ので７８名の半分３９名は日本人の出願となりますが日本人の 

      募集に対する施策は何かあったのでしょうか。（委員） 

 

    定員の50%は科毎ではなく、設置学科総ての50％が受け入れ数と

なる。現時点の自動車整備科７８名の内の日本人は例年みの出願

状況である。自動車整備科の留学生数が結果、非常に多くなった

という事になる。（事務局・校長） 

 

出願が倍増している事に対して学校の受け入れ体制や教職員増加

とか考えているのか。（委員） 

 

10月時点の比較になるので9月、10月の出願が増加している状況

なので例年の3月までの出願数はそんなに変わらない数値にな

る。 よってクラス数も変らないし、教職員数の増員もない。た

だし、休職中の教員が1名いるがその分の補充は考慮している。 

 

 

    議案３についても承認された。 

 

５．意見交換 

・ 整備の仕事は特殊な仕事で、資格が無いと仕事にならない。学費の 

問題で進学できない方のために、会社が学費のホローをする時代 

が来るのでないかと考えている。留学生や日本人などの費用を会 

社が負担できないか、メーカーとの話し合いを始めている。いずれ 

その様な時代が来るのであれば早めに動くことが必要と考える。 

グループ会社の学校でなくても出来ないかと考えている。（委員） 

 

費用の負担対象は日本人ですか。（事務局・校長） 

 

日本人と留学生両方です。（委員） 

 

日本人対しての企業様の奨学金は進んでいる。現在は公的基金を 

借り学費を工面し、入社後企業が返済を負担することは進んでい 

る。留学生については保証人の関係で進んでいない。小山学園では 

その問題が上手く進む仕組みを考え検討している。（事務局・校長） 

 

・高等教育無償化とあるが 100％貸与されるのか。（委員） 

 

      全ての経費が貸与とはならない。授業料の部分が無償化となるが、

親の収入によって個人個人の貸与金額が異なる。（事務局） 

       

      今後の報告事項の説明では、授業料の部分であることの説明をお

願いしたい。（委員） 
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・世田谷校が参戦している。6時間耐久レースをライブ配信を観てい

た。 

 ラスト 30分でリタイヤとなってしまったが、その時ピットの様子

が映し出された。学生達が不安な様子で無事を祈る姿に感動した。 

 このように対外的にアピールする物があると思うので、宣伝をも

っとした方が用と思う。（委員） 

 

・留学生の入学までのしくみは良く分かったが、今年度の国別の傾

向はどの様になっているのか。（委員） 

 

 コロナ前はベトナムが中心であったが、日本の円安影響でベトナ

ムの留学生はヨーロッパ等の留学が多くなっている。 

 今年度はネパール、スリランカが中心となっている。（事務局・校

長） 

 その他の国として、バングラディシュが増えている。経済的には低

い国柄であるが、上流層の家庭の子供たちは、より高度な教育を求

めている。スリランカは、国の情勢が安定しておらず、安定してい

る日本を求める傾向にある。 

 今後については、また中国が増えるという予測がある。現在の中国

では、大学を卒業しても仕事が無い状況であり、日本での就労を希

望し始めている。（事務局） 

 

 資格試験が新しくなるが、メーカーの仕事に対応できる新しいカ

リキュラムへの改変は出来ないのであろうか。（委員） 

 

 1級を立ち上げるに当たり、文科省はじめ様々なメーカー等に意見

や協力を頂いた。車の知識だけではなく、大卒生、大学院卒生と仕

事でのコミュニケーションをとれる様、言語が分からないといけ

ない。そのため、自動車の知識だけではなく、工学的要素や実験な

どを含めて来た。しかし、十数年経過しているので見直すチャンス

かもしれない。その際は是非ご協力をお願いしたい。（事務局・校

長） 

 

 新しい教科書やカリキュラムになり、電動化への傾向もあるので、

内燃機関の内容も減ってきていると思うが、今のところはどの様

になっているのか。（委員） 

 

 3級の項目については、特に新しい内容は入っていない。2級はま

だ教科書は出ていないが、国交省からはそれほど大きな改変は無

いと聞いている。1級については、エーミングは入る予定だが、電

動に関する事などの情報は殆どない。電動化の内容についてはも

う少し先になるとの情報です。（事務局・校長） 

  

 地域としては学生さんのボランティア参加でお世話になってい

る。コロナで活動が自粛したが、これからの地域活動を活性化する

には、学生さんたちにも協力をお願いしたい。逆に地域として協力

出来る事があれば、協力していきたい。（委員） 

 

 今後留学生が増える中で、日本の地域社会との結び付きなどを、ボ

ランティアを通して経験させたい。（事務局・校長） 

 

 もう一部の留学生はボランティアに参加しており、地域の人達と
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楽しんで活動していた。この様な事で協力の１つとなるのであれ

ば、積極的に参加して頂き地域としても見守りたい。（委員） 

 

 今後の地域ボランティア参加について、事務局より報告があった。 

 また、世田谷区青少年関連の表彰に会長より推薦して頂き、表彰さ

れる事となった旨の報告もされた。 

 

  

６．事務連絡 

2023（令和5）年度学校関係者評価委員会の進め方（自己点検・自己評

価）スケジュールについて説明がされた。 

 

 

 

閉会 

  令和 5 年度第 2 回学校関係者評価委員会が閉会された。 

 

 

以上 

 

委員会風景 

 
 


